
第２期ふじみ野市
子どもの未来応援プラン
（第２期ふじみ野市子どもの貧困対策推進計画）

概 要 版

発行年月　　令和３年３月
発　　行　　ふじみ野市
編　　集　　ふじみ野市 福祉部 福祉総合支援チーム
　　　　　　〒356-8501 埼玉県ふじみ野市福岡 一丁目１番１号
　　　　　　電話：049（262）8130　　FAX：049（261）3840

令和3年3月

ふじみ野市

第２期ふじみ野市子どもの未来応援プラン
（第２期ふじみ野市子どもの貧困対策推進計画）

【概要版】

第２期ふじみ野市子どもの未来応援プラン

（第２期ふじみ野市子どもの貧困対策推進計画）とは、

すべての子どもの現在そして将来が、

生まれ育った環境によって左右されることなく、

心身ともに健やかに育成され、夢や希望を持つことができるよう、

その実現に向け、様々な施策を展開し、総合的・効果的に推進していくための計画です。



　本計画は、令和３年度を初年度とする令和６年度までの４年間を計画期間とします。また、最終年度
にあたる令和６年度に見直しを行います。

　国の「子供の貧困対策に関する大綱」による子供の貧困対策の方針では、生活保護法や生活困窮者
自立支援法等の関連法制を一体的に捉えて推進することとされています。
　生活困窮者自立支援制度では、高校卒業が自立のための一つのポイントとされていますが、卒業後
の大学進学や就労等における困難が世帯の困窮に影響を与える可能性が高いこと、また、若者の社会
的自立が課題になっていることから、本計画では、大学等を卒業した後の自立に向けた支援も視野に
入れて貧困の連鎖の防止を図ります。

計画期間

基本理念

基本目標
計画の対象
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計画の概要

対象者：生まれる前から20歳代前半までの子ども・若者とその家庭

30年度

平　成 令　和

1 2 3 4 5 6

第2期ふじみ野市
子どもの未来応援プラン

（R3-R6）

ふじみ野市
子どもの未来応援プラン

（H30-R2）

ふじみ野市
子ども・子育て支援事業計画

（H27-R1）

第２期ふじみ野市
子ども・子育て支援事業計画

（R2-R6）

　ふじみ野市の次代を担う子どもたちは、大切な宝であり希望です。
　すべての子どもが未来に夢や希望を持ち、それを実現する力を育むことができるよう、また、貧困
が世代を超えて連鎖することがないよう、関係部署が連携し、全庁横断的に支援するとともに、市と
関係機関、地域が一体となってさまざまな事業に取組み、貧困対策を推進するため第２期ふじみ野市
子どもの未来応援プラン(第２期ふじみ野市子どもの貧困対策推進計画)を策定しました。
　本計画は、以下のとおり、基本理念を実現するため、基本目標を掲げ、５つの基本施策に基づいて
様々な事業に取り組みます。

計画の基本的な考え方

子どもの生きる力　子どもの未来を育むまち
ふじみ野

子ども・若者、子育て世代を包括的に支援し、
現在から未来にわたって夢や希望がもてる、
地域で支え合う地域共生社会※を目指します。

※地域共生社会：制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、
人と人、人と資源が世代や分野を超えつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会。
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教育の支援　―すべての子どもへの学びの支援―

　学習への支援とともに、スポーツや文化的な活動などさまざまな体験学習をすることができる
機会を創出するなど、教育と福祉の連携を図り、障がいや外国籍、不登校などの子どもを含めた
さまざまな課題を抱える子どもが、家庭の経済的状況や環境に左右されることなく、安心して多種
多様な学習・体験ができるよう総合的に支援していきます。

基本施策

第２期ふじみ野市子どもの未来応援プラン概要版

基本施策 1

生活の支援　―安心した生活への支援―

　すべての子どもや保護者が安心した生活を送ることができるよう、さまざまな場面で不安を抱える
保護者や子どもを把握し、妊娠期から子どもが社会的に自立するまで切れ目ない支援をするとともに、
生活の基盤となる住宅に関する支援及び保護者の負担軽減や生活の安定を支援する子どもの居場所
づくりに取り組んでいきます。

基本施策 2

基本施策 3 就労の支援　―安定的な就労と社会的自立への支援―

　就労に向けた支援として、支援が必要なひとり親家庭等の保護者の「ジョブスポットふじみ野」の
利用を推進するため、子育て支援課と「ふくし総合相談センターよりそい」との連携を図っていき
ます。また、不登校やひきこもりの経験者、学生や学校を卒業後、働いたことがない、または正規で
働いたことがない若者への就職に向けた支援も必要なことから、就労への第一歩を踏み出せる就労
準備プログラムの充実や働きやすい地域の職場開拓などを推進していきます。

経済的な支援　―各種制度の周知と支援の充実―

　各種手当や助成制度などの利用可能な保護者に着実に支援が届くよう情報提供を積極的に行い周知
を図るとともに、ひとり親家庭等に対する養育費の確保に係る支援や現物給付による支援の充実など
に取り組んでいきます。

基本施策 4

包括的な支援　―地域全体で支える―

　子どもや保護者を地域で見守り、支援につなぐため、令和元年度に市内の保育園などの社会福祉
法人等を中心に開始した「つながる相談窓口」の周知を図るとともに、多世代交流の取組などを
通じて、関係機関や住民とのネットワークを構築し、地域全体で子どもや保護者を支える包括的な
支援の充実を図ります。さらに、既存の包括的な相談支援体制を活かしつつ、重層的支援体制
の整備に向けた取組を推進します。

基本施策 5

教育の支援　―すべての子どもへの学びの支援―

施策体系

基本施策 1

生活の支援　―安心した生活への支援―基本施策 2

基本施策 3 就労の支援　―安定的な就労と社会的自立への支援―

経済的な支援　―各種制度の周知と支援の充実―基本施策 4

包括的な支援　―地域全体で支える―基本施策 5

施策１ 幼児教育の推進

施策２ 教育と福祉、地域との連携による学びの推進

施策３ 教育費の負担軽減

施策４ 多様な体験活動の提供

施策12 包括的な支援体制の構築

施策13 地域の支援ネットワークの構築

施策５ 子どもが安心して過ごせる環境づくり 

施策10 就労・社会的自立への支援

施策６ 早期課題の発見・支援に向けた取組 

施策７ 保護者・子どもへの生活支援 

施策８

施策９

住居の安定への支援 

複合的な課題への支援

施策11 子育て世帯への経済的支援
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計画の成果指標

　本計画の成果指標については、計画の達成状況を測るために、以下の指標と目標値を設定しました。
　この指標に基づき計画の進捗状況を評価しながら、効果的に計画を推進していきます。

基本
施策 No. 指標 本市の現状値

（令和元年度）
目標値

（令和6年度）
目標値

設定の理由

【
基
本
施
策
１
】

教
育
の
支
援

１ 子どもの学習・生活支援事業の
参加者数 72人 80人 平成31年4月に

生活支援が加わる

２

生活保護受給世帯及び子どもの
学習・生活支援事業に参加する
生活困窮世帯の高校生等の中退
防止

中退者なし 中退者なし 若者の自立促進
★国の指標に準拠

３ 地域の教育力を生かした
学習の充実

小学校13校
中学校 1校

全小中学校
19校

地域協働学校の
推進

４
児童生徒の障がいの様子や
保護者の要望に応じた
特別支援学級の設置

小学校12校
中学校 4校

要望等のある
小中学校
すべてに設置

特別支援教育の
充実

【
基
本
施
策
２
】

生
活
の
支
援

５ 子どもの居場所・多世代交流の場
（子ども食堂・学習の場等の数） ６か所 13か所

（小学校区に1か所）
地域の見守り強化
★県の目標に準拠

６ ひとり親や若者を対象とした
家計改善支援の充実

個別プログラム
による支援
未実施

実施 家計改善支援の
重要性

７ 子どものいる世帯や若者の
住宅支援協力不動産業者数 ６件 12件 ひとり親や若者の

住宅の確保

【
基
本
施
策
３
】

就
労
の
支
援

８

ジョブスポットふじみ野の利用者で
子どものいる生活保護受給者、
生活困窮者、ひとり親家庭等の
保護者の就職率

85.1% 80％以上 就労支援の充実

９ 子どものいる保護者や若者が
働きやすい職場の開拓 15か所 30か所 ヒアリング調査結果

6



第２期ふじみ野市子どもの未来応援プラン概要版

計画の成果指標

　本計画の成果指標については、計画の達成状況を測るために、以下の指標と目標値を設定しました。
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基本
施策 No. 指標 本市の現状値

（令和元年度）
目標値

（令和6年度）
目標値

設定の理由

【
基
本
施
策
４
】

経
済
的
な
支
援

10 ひとり親家庭等が利用できるフー
ドパントリーの開催回数 未実施 毎月 社会情勢による

需要の高まり

11

経済的な理由により食料・衣服
が買えなかった及び公共料金
（電気、ガス、水道）が払えなかった
経験が全５項目のうち１項目も
なかった保護者の割合＊１

公的支援世帯
56.3%
令和2年度

公的支援世帯
現状値以上 ★国の指標に準拠

【
基
本
施
策
５
】

包
括
的
な
支
援

12
相談支援包括化推進員等による
アウトリーチ活動の件数
（包括的支援体制構築の推進）

アウトリーチ
活動の件数
364件

440件
多機関との連携
及び
社会資源の充実

13 子どものいる世帯が気軽に利用
できる総合相談窓口の設置数 15か所 30か所 地域の相談窓口の

充実

14 相談相手がいる保護者の割合＊２
公的支援世帯
75.7%
令和２年度

公的支援世帯
現状値以上 ★国の指標に準拠

＊１　子どものいる世帯の生活状況等に関する保護者アンケート調査結果（令和２年度）による。
　　　�「食料」、「衣服」の２項目について買えないことが「まったくなかった」及び「公共料金」（電気、ガス、水道料金）の

３項目について支払えなかったことが「なかった」と回答した割合。
＊２　子どものいる世帯の生活状況等に関する保護者アンケート調査結果（令和２年度）による。
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【概要版】

第２期ふじみ野市子どもの未来応援プラン

（第２期ふじみ野市子どもの貧困対策推進計画）とは、

すべての子どもの現在そして将来が、

生まれ育った環境によって左右されることなく、

心身ともに健やかに育成され、夢や希望を持つことができるよう、

その実現に向け、様々な施策を展開し、総合的・効果的に推進していくための計画です。


